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き
陪
銅
開
審

期:11月18日(日)から
12月16日(日)まで

会 場幕張メッセ

問い合わせ.閉実行委員会事務局

fi0472(23)3981 

食
と
練
の
博
覧
会
1
ち
ぽ

ωが

川
丹
市
目
(
日
)
い
よ
い
よ
閉
幕
し

ま
す
。こ

の
博
覧
会
は
、
保
し
〈
分
か

り
ゃ
す
い
展
示
を
と
お
し
て
、
食

と
縁
の
現
状
や
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
学
び
、
語
り
合
い
、
未
来
を
展

望
す
る
も
の
で
す。

会
場
内
で
は
、
最
新
技
術
を
使

っ
た
映
像
と
光
・
音
の
組
み
合
わ

せ
で
普
段
味
わ
え
な
い
体
験
が
楽

し
め
た
り
、
ク
イ
ズ
、
ゲ

l
ム
コ

ー
ナ

l
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
.
ま
た
、
ラ
ー
メ

ン
か
ら
フ

ル
コ

1
1
ま
で
見
高

な
〆
ニ
斗
!
の
食
べ
物
、
世
界

の
物
産
も
そ
ろ
い
ま
す
.

な
お
、
我
孫
子
市
も
図
体
出

展
コ

1
十
l
に
市
を
紹
介
す
る

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
写
真
パ
ネ

ル
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
.

V
交
通
案
内
・

J

R
京
葉
線
山

海
浜
特
捜
駅
徒
歩
約
5
分
.

4

・
J

R
総
武
線
推
阪
本
郷
釈
パ
町

ス
幕
張
メ
y
セ
行
(
臨
時
直
通
叫

パ

ス

も

導

行

し

ま

す

)

叩

V
入
泊
料
大
人
I
5
0
0
問
、市

高
校
生
1
0
0
0
円
、
小
・中
山

学
生
7
0
0
問
、
幼
児
無
料

• こ
の
頃
の
恵
介

備は
V

一

ひ
ま
わ
り
闘
に
行
く
と
い
う
事

は
、
恵
介
に
と
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

釧
練
内
場
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て

は
お
母
さ
ん
遥
と
一
緒
に
井
戸
端

会
議
、
情
報
交
換
の
場
所
な
の
で

す
.
き
て
市
町
介
の
こ
の
頃
の
様
子

で
す
が
オ
シ
y
コ
を
教
え
る
事
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
.
ま

だ
官
業
が
出
ま
せ
ん
の
で
、
ジ
ェ

ス
チ
ャ

l
で
教
え
ま
す
.
そ
町
時

は
必
ら
ず
「
エ
ラ
イ
エ
ラ
イ
、
い

い
子
ネ
」
と
頭
を
な
で
て
あ
げ
ま

す
園
食
事
的
訓
練
も
し
て
い
た
だ

保
母
の
ほ
か
、
理
学
療
法
士
、

2

話
療
法
士
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達

に
応
じ
た
指
導
や
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
訓
練
や
遊
び
内
積
み

重
ね
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
基
本

的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
自

分
で
で
き
る
こ
と
も
徐
々
に
増
え

て
い
き
ま
す
.

母
親
同
士
も
協
力
し
あ
い
、
福

祉
ま
つ
リ
に
参
加
し
た
り
、
手
づ

く
り
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た
り
、
親

と
闘
が
一
つ
に
な
っ
て
子
ど
も
遠

の
成
長
を
助
け
て
い
ま
す
.

7
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

赤
間
ト
シ
子
さ
ん

失
は
mm
年
2
月
に
、
脳
卒
中
で

倒
れ
救
急
車
で
入
院
。
助
か
る
こ

と
を
祈
り
な
が
ら
、
夢
中
で
省
刑

し
ま
し
た
。
陰
謀
吸
入
と
市
消
の

機能回取訓練 身体精神機能的維持団倍、自立Ltc日常生活指導、京践にかIして

成個 介議方法的アトハイス

別 白 踏 訓 練 杭 血管障害等による失絡症を始めとする哲郎障害に対Lて訓練、家

人 肱へのアドバイス

l置 陶芸 書道 ・回芸 ・佳作業 ゲ トポーJレ・ 家事訓練・純雄を深める各慣行事等

早期発述相級車t学iii1までの発注に心配的ある乳幼児に対する.L、理相絞及U指埠
外

医 僚 相 続小児神経専門医による乳幼児町医学的な指i鼎
児

除 能 訓 練 運動発達町巡ILや身体機能に障害のある乳幼児に対しての訓練

来 指導

宮 崎 lUI~ 訓持 g:fi先進町返れや発音円誤り に対する訓練や似育方法的指導
量

通 .lAtにi宜れのある乳幼児何 日常生活に e.喪主革本動作目指導及 び道u'を通Lて怯全性、白

ー 園」主性もど町啓尭 1M品マザーズ一ホ一ームひまわリ閉)

V身体障害者福祉センターの活動

• 
3
週
間
が
過
ぎ
た
時
、
主
治
医
か

ら
も
う
生
死
の
心
配
は
な
く
な
っ

た
と
言
わ
れ
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た

が
、
右
半
身
マ
ヒ
と
失
絡
症
と
失

陪
症
の
後
泊
症
が
鈍
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
.
家
族
的制
酬
も
わ
か
ら
ず

呼
び
か
け
て
も
声
が
山
ず
.
う
つ

ろ
な
目
を
あ
け
る
だ
け
で
な
ん
の

反
応
も
あ
り
ま
せ
ん
。
目
的
附
が

真
時
に
な
る
思
い
で
し
た
。

幸
い
良
い
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
に

恵
ま
れ
て
‘
失
緬
症
は
早
け
れ
ば

早
い
位
回
復
が
良
い
と
宮
わ
れ
、

訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

6
か
月

か
か
っ
て
、

ど
う
に
か
歩
け
る
よ

う
に
な
り
込
院
し
ま
し
た
。

迫
院
後
す
ぐ
、
身
体
防
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
世
話
に
な
り
ま

し
十
、
当
時
は
何
ひ
と
つ
自
分
で

す
る
ニ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
@

衣
服
の
精
脱
、
座
る
、
立
ち
あ
が

る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、

2
年
ぐ

ら
い
か
か
っ
て
‘

自
分
で
で
き
る

よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。
初
め
の
ヲ

ち
は
、
左
手
で
思
う
よ
う
に
で
き

ず
に
短
気
に
な
り
、
ど
な
り

つ
け

た
り
泣
い
た
り
、
時
々
死
に
た
い

と
宮
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

夫
同
失
脳
症
は
、
煩
で
考
え
て
い

る
こ
と
の
反
対
言
葉
が
と
び
出
し

て
く
る
の
で
、
と
て
も
困
り
ま
し

た。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

同
じ
隊
一世

を
も
っ
人
迷
で
央
指
症
友
町
会

『
あ
ゆ

み」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
先

生
方
や
皆
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
般
き
、
同
同
気
づ
け
ら
れ
て
主
ん

と
か
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
慌
で
し
た
自
己
紹
介
も
今
は

笑
蝋
で
近
況
報
告
が
で
き
る
民
に

変
り
ま
し
た
。
病
気
も
安
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
健
康
維
持
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

対反立十9色未草機使用の~~ι 基長ど.下347 

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

い
て
い
ま
す
の
で
、
品
数
も
何
品

か
榊
え
ま
し
た
。

ま
た
品
取
近
は
、

よ
く
目
と
目
が
合
、
ヲ
械
に
な
り
、

私
に
甘
え
る
事
も
出
来
る
械
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
微
な
事
で
も
一

年
か
か
っ
て
や
っ
と
出
来
る
織
に

な
っ
た
の
で
す
.
私
に
と
っ
て
は

大
変
な
出
来
事
な
の
で
す
.

来
年
の
文
集
を
嘗
〈
時
に
は
、

ど
ん
な
事
が
出
来
る
械
に
な
っ
て

い
る
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
.

(
文
集
ひ
ま
わ
り
よ
り
)



内
/
』
一叶一

一
平

成

2
年
度

配
一

一
上
半
期
(
は
月
)

一

F
-
E
E

平
成
2
年
度
上
半
期

(
4
月
1
日

3
9月
初
日
)
の
予
算

の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
・
こ
の
財
政
公
表
は
、
市

民
の
旨
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
だ
市
税
ガ
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
水
道

町
宇
策
会
計
の
上
半
期
の
状
況
巳
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
.

u
財

政

課

目

、=ro' 溺j第793号

= 

平
成
2
年
成
町
当
初
予
算
は
.

2
2
8
億
円
(
対
前
年
度
比
H

5

%
哨
)
。
そ
の
後
9
月
定
例
市
説

会
で
6
ぼ
4
2
5
0
万
円
の
術
正

一般会計の収支状況(表 1) 

区 分 予算額 版入済額 収入率 区 分 予算額 支出済額 支出率. 
市 f見 152!.eA，927万円 78f意7，963万同 51.7% 土木 t'I 64lM，997万円 19f，，3，037万円 29.8% 

国庫支出金 13f車7，935万円 2fM，352万円 19.1% 総務 費 4IfM ，272万円 IGfF.7，123万同 40.1% 

jfi f立 13fM，156万円 。 民生賀 38f:e5，999万円 17fE6，522万円 45.7% 

繰 入金 9信7，000万円 。 教育 費 29fE9，824万円 IOfE7，734万円 35.9% 

線組金 91.;)'2，642万問 100.0% 
公 1ft t'I 2Ift!7，098万肉 10億6，5287i円 49.1% 

9fl2，642万円

衛生資 17m: 781万円 7!EI，I09万円 41.6% 
県支出金 6f，，2，634万円 7，562万円 12.1% 

i両 防1'1 10m 203万円 4U!.7，797万円 47.7% 

分社金・負担金 4f意9，339万円 lffi: 1，996万円 24.3% 
級会 1里 3位、3，288万円 lfE5，261万円 45.8% 

使用料・手掛ヰ 3態1，159万円 IfE7，212万円 55.2% 
i商工費 2f.i!.7.024万円 1lt!9，982万円 73.9% 

地方交付悦 4位4，978万円 If.e:6，989万円 37.8% 
農林水産業費 3fE:3，147万円 8，724万円 26.3% 

そ グ〉 i也 16f¥':'.5，480万同 IOf16 ，598万円 64.4% そ の他 lff!'3，617万円 663万円 4.9% 

メ日入 計 234m:'1，250万問 106低7，314万円 45.5% 合 計 234 f-，，'4 ，250万同 9HeA.480万円 39.0% 鈎

a 
由

状

慣況
*
l
l
 

市
で
は
、
大
規
一
棋
な
公
共
施
設

を
建
設
し
た
り
.
用
地
を
取
得
す

る
な
ど
多
納
な
資
金
が
必
嬰
な
場

合
、
資
金
の
一
部
を
借
り
入
れ
て

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
喜
ヲ
に
、
事
業
を
す
る

た
め
に
市
が
借
金
を
し
、
一
会
計

年
度
(
4
月
1
捜
年
3
月
ま
で
)
を

飽
え
て
返
済
を
す
る
の
が
「
市
償
」

で
す
.

9
月
鈎
日
現
在
町
市
債
残
高
は

一
般
会
刑
1
6
6
偲
1
2
0
7
万

円
、
特
別
会
計
均
倍
5
9
2
3
万

四
で
す
。
前
年
同
期
と
の
比
較
で

は
、
一
般
会
計
が
3
憶
8
4
8
0

万
問
的
減
、

特
別
会
計
が
9
億
3

4
3
1
万
円
の
地
と
な
っ
て
い
ま

す
.な

お
、
市
民
一
人
当
た
り
で
は
‘

一
般
・
特
別
会
計
合
わ
せ
て
約
め

方
3
0
0
0
同
に
な
リ
ま
す
.

(
9
月
末
現
在
の
人
口
で
算
出
)

の市

を
行
い
、
成
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

Z
3
4
俗
4
2
5
0
万
円
(
当
初

予
算
比
2
-
8
%
地
)
と
な
っ
て

い
ま
す
。

9
月
初
日
現
在
的
一
般

会
計
予
算
的
収
支
状
況
は
.
表
ー

の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
山
畑
正
予
算
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
総
務
費

(
3
億
7
5
2
万
円
)

布
佐
駅
体
制
上
駅
舎
強
殺
事
業
負

担
金
(
2
惚
4
8
0
0
方
向
)
、
舟
市

民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
貨
及
び
側

品
脇
入
曲
目
(
2
3
9
9
万
問
)
、
国

際
交
流
基
金
積
立

(
3
0
0
0
万

円
)
、
減
償
基
金
積
立
等
基
金
積
立

(
I
倍
1
0
0
0
万
同
)

-
民
生
貸
(
8
6
0
5
万
円
)

(
仮
称
)
我
孫
子
西
部
稲
祉
セ
ン
タ

ー
敷
地
造
成
事
業

(
7
7
7
3
万

円
)
、
付
添
治
飽
料
差
額
助
成
事
業

(
4
9
9
万
円
)

-
補
生
賢
(
1
億
1
9
7
2
万
円
)

焼
却
炉
噌
改
造
事
業

(
1
俗
1

7
9
3
方
向
)

-
土
木
賞
(
4抽
出

4
1
9
4
万
円
)

道
路
維
持
及
び
新
政
改
良
事
業

叫
H

迫
加
(
7
8
0
9
万
円
)
、
我
孫

9
月
初
日
現
在
的
給
水
人
口
は

子
駅
前
・
北
口
土
地
区
幽
鋒
理
問
万
7
3
0
3
人
(
普
及
車
問
・

事
業
費
追
加

(1
億
1
2
4
6
万

3
%
)
、
配
水
量
は
6
3
8
万
4

U

円
)、
布
佐
駅
東
側
土
地
区
画
跨
理

2
0
肘

(
4
3
9
月
)
.
上
半
期
の

表

事
業
費
追
加
(
3
5
9
3
万
円
)
、
経
理
状
況
は
表
3
の
と
お
り
で
す
・
川

市
常
住
宅
小
森
団
地
建
て
替
え
総
収
益
的
収
支
で
は
B
2
5
8
万

円

秘

設
工
事
曲
目
追
加
(
3
8
I
5
万
円
)
、
の
中
間
純
利
益
が
あ
り
ま
す
。
し
支

緋
水
思
議
事
業
費
追
加

(
1
憶
か
し
‘
下
半
期
に
水
準
金
品
ト

l

湘

7
0
0
万
円
)
、
公
共
下
水
道
事
業
え
管
理

y
λ
テ
ム
の
噂
入
‘
施
杭

特
別
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
追
加
設
の
維
持
管
理
の
た
め
の
配

管

綱

会

(
7
0
3
1
万

円

)

圏

内

更

新

な

ど

を

予

定

し

て

い

る

喋

・
教
育
費
(
7
3
6
5
万

円

)

た

め

、
最
料
的
に
は
赤
字
を
見
込

葺

(
仮
称
)
湖
北
地
区
公
民
館
雄
設
ん
で
い
ま
す
.
こ
の
赤
字

は

.

利

水

事
業
(
4
9
5
7
万
円
)

益

品

川
立
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

切

特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
の
収

入

・
支
出
と
特
に
区
分
し
て
経
理

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
股
砲
し

ま
す
。
市
で
は

5
つ
の
事
裁
を
特

回

8 

苛

別
会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
。

9
月
初
日
現
在
的
予
算
総
額
は
、

1
0
5
ほ
2
6
8
5
万
円
で
、
収

支
状
況
は
表
2
の
と
お
り
で
す
。

特別会計の収支状況(表 2) 

金計名 予算額 叡入・支出状況 航行乎|

国民健康 歳入 15飽2，370万円 45.6% I 
33億4，凹O万円

保険事業 議出 12le'5，1l9JJP1 37.5% 

土地区画 注入 6!H，133万円 59.0% 

!:l理事業
llU1.2.1叩方向

歳出 2，856万内 25.5% 

公共下水 歳入 8艶7，997万円 31.4% 

遣 事 業
27低9.885万円

設出 7{草8.370万同 28.0% 

手間沼 歳入 2.547万円 ll.g% 

浄化事業
2億 1.600万円

活:JJ 2.167万円 10.0% 

r晶入 14出 364万円 46.0% 
老人保健 30憶5.100万向

f主出 12le'9.382万円 42.4% 

借入 44位9.411万円 42.7% 
合計 105!BZ.685万同

32.1% 続出 33倍7.8947i円

市

民

負

担

の

状

況
水

i
1

歳
入
予
算
町
中
で
一
番
大
き
な

訓
合
を
占
め
て
い
る
も
の
が
市
税

で
、
今
年
度
は
1
5
2
他
4
9
2

7
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

9
月

初
日
現
在
で
、
市
民
が
納
め
た
市

お
包
事
自
国
凸
出
骨

日量眠的支 Iir jl 

予耳目
'" fj 四 航行事

水過駅袋駅註 22!~7.:m万円 12{s2，937万阿 5LI% 

水is'!'y;nm 27ie4，783万円 JI由4.6四万円 41.1% 

的眠支責本 I! jl 

予算四 航 行副 1011号$

資本的阻入 7fM.4iO方向 7，182万円 9.4% 

百本的支出 15由6，695万円 1也2.，.，万円 1.9% 

税
同
総
額
は
m
m
億
7
9
6
3
万
円

で
全
体
収
入
向
日
・

7

%
を
占
め

て
い
ま
す
，
市
民
一
人
当
た
り
の

納
税
額
は
約
6
万
5
1
0
0
向。

内
訳
は
、
市
民
縦
約
3
万
7
6
0

0
円
、
固
定
資
産
税
約
2
万
I
6

0
0
円
、
都
市
町
繭
税
約
4
1
0

0
向
、
そ
の
他
1
8
0
0
内
と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
民
一
人

当
た
り
に
使
わ
れ
た
慣
用
は
約
7

万
5
5
0
0
円
で
す
.
(
9
月
末
現

枝
町
人
口
で
鉱
山
)

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

中
小
企
業
は
資
金
力
、
校
術

力
、
情
報
収
集
力
的
別
さ
な
ど

の
た
め
‘

近
代
化
や
合
理
化
が

立
ち
巡
れ
、
取
引
の
而
で
も
籾

い
立
場
に
あ
る
な
ど
の
問
題
を

か
か
え
て
い
ま
す
。

日
月
は
組
織
化
促
進
強
化
月

間
。
中
小
企
業
者
が
組
合
を
つ

〈
り
、
側
々
で
対
応
が
闘
維
な

新
鎚
品
・
技
術
開
発
、
情
報
活

動
・
人
材
養
成
、
市
助
開
拓
な

ど
を
協
同
町
力
で
達
成
し
ま
し

ょ
う
。
組
合
際
立
・
運
営
円
相

械
は
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
宮

0
4
7
2
(
必
)
3
2
7

7
ま
た
は
同
会
松
戸
支
所
8
0

4
7
3
(
回

)
3
9
9
2
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
入
居
者

な
お
、
各
部
門
ご
と
の
市
内
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
.

@
小
学
校
低
学
年
の
部
最
優
秀

・玉
村
康
之
(
布
佐
小
)
、
優
秀

山
崎
蝕
次
、
松
井
直
子
(
布
佐
小
)

奨
励
平
原
務
保
炎
、
矢
島
佳
代

子
、
大
村
時
(
四
小
)
、
大
村
良
介

(
高
野
山
小
)

@
小
学
穂
高
学
年
の
部
優
秀
・

金
井
由
里
子
(
四
小
て
木
村
和
子

4

司
市
営
住
宅
募
集
内
容

団地名
P 数

間取り 寂貨{月額}
1i慣 2種

栄 l 3DK 33.000同

東我孫子A z 3DK 
31.∞0-
33，000同

都 部 3 K 7，∞0同
日 秀 l K 11，500円

恨 古 屋 l 3 D K 
29，000-
33.000円

手
賀
沼
環
境
保
全
一
一
以
内
γ

川
結
果

市
営
住
宅
内
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
.

V
入
居
資
格
住
宅
に
困
っ
て
い

る
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
、
同
居

阿
川
族
が

い
る
方
。
た
だ
し
都
部
団

地
に
つ
い
て
は
、

1
1
4
級
の
身

体
障
害
者
お
よ
び
向
齢
者
は
単
身

で
も
入
居
で
き
ま
す
。

V
募
集
期
間
口
月
初
日
(
月
)
ま

で
。
た
だ
し
、
定
数
に
満
た
な
い

団
地
は
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
厚

生
課
社
会
係
へ
.

出
申
込
書
は
厚
生
疎
お
よ
び
各
支

所
、
行
政
辿
給
所
に
あ
り
ま
す
。

(
高
野
山
小
)
、
回
中
↑
生
(
恨
戸

小
)
、
奨
励
・
木
村
一
底
、
向
帥
剛

健
治
(
凶
小
)
、
お
間
忠
(
湖
北
台
東

@
中
学
校
の
部
最
優
秀
三
毛

美
帆
(
久
寺
家
中
)
、
優
秀
久
保

田
絵
美
(
我
弘
子
中
)
、
田
中
順
子

(久
寺
家
中
)
、
奨
励
・
吉
田
ち
は

る
、
矢
貯
静
(
我
孫
子
中
)

H
敬
称
略

u

348 

手
m
M
沼
水
質
浄
化
対
策
協
議
会

で
行
っ
て
い
る
手
賀
沼
の
環
境
保

全
の
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
に
、

2
市
3
町
(
我
孫
子
、

柏
、
沼
南
、

白
井
、
印
西
)
の
小
中
学
校
叫

校
か
ら
2
8
4
1
収
の
作
品
が
応

官
帯
さ
れ
、

最
使
究
学
校
賞
に
市
内

内
布
佐
小
(
低
学
年
の
部
)
、
我
孫

子
第
四
小
(
商
学
年
の
部
)
、
久
寺

家
中
が
選
ば
れ
ま
し
た
.
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包

日時:11月25日(日)

午前11時30分開場

場所:市民会館ホール

入場無料

ゲスト・護辺はま 子

手賀沼辺り|こ伝わる民俗芸能と日本古来の

伝統的広箇・太践によるおはやしの競演。今

回Ia:市街U20周年記念事業として内容もいっそ

う充実。ゲストは裁手の渡辺はま予さん。ご

家族おそろいでお楽しみください。

=問い合わせ=往会事現育課ft(85)1151

主
J

師
国
民
、
刃
ほ
こ
首
1
nノ
賂
1
-
A

4

・4

、
メ
J
a
'
'
J
h
a町
買
t
…，
e

-

h

見
r

・
4

収
根
に
岬
防
相
し
、
病
気
や
悪
を
女
性
問
的
幽
閉
山
間
を
、
そ
し
て
「
古

追
い
払
っ
て
平
和
な
日
々
を
職
、
っ
戸
は
や
し
巡
中」

が
十
八
番
町
ユ

ー
ー
か
ぐ
ら
や
お
は
や
し
な
ど
の

l
モ
ア
を
:
:
そ
れ
ぞ
れ
舞
台
で

郷
土
芸
能
は
、
庶
民
的
生
活
が
色
披
鍔
し
ま
す
・
ま
た
第
1
固
か
ら

浪
〈
で
た
、
ま
さ
に

物
日
本
人
の
叩
回
ま
で
の
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し

心
的
ふ
る
さ
と
H

と
申
せ
ま
し
ょ
ま
す
的
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

う

さ

し

市
制
初
周
年
を
記
+
い
す
る
今
回
出
前
者
と
減
目
は
次
の
と
お
り

は
、
「
あ
ぴ
こ
ふ
る
さ
と
会
」
が
で
す
・

子
ど
も
述
内
元
気
で
に
ぎ
や
か
な

演
奏
や
持
い
を
、
「
ひ
ょ
っ
と
こ

峨
」
が
昭
進
め
ざ
ま
し
い
ヤ
ン
グ

地
域
の
交
擁
を
よ
り
深
く

近
隣
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
布
む
る
.
す
べ
て
の
施
訟
が
多
目
的

佐
南
・

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

に

利

用

で
き
る
.

に
続
き
.
市
内
3
節

目

的

恨

戸

近

能

例

会
設
立
か
ら
完
成
ま
で
わ

隙
セ
ン
タ
ー
が

9
月
初
日
(
水
)
間
ず
か

9
か
月
余
。
地
元
町
制
待
も

航
・

大
き
〈
苦
労
も
あ
っ

た
と
思
う
が

「
と
て
も
す
ば
り
し
い
ヌ
派
な
施
「
打
合
わ
せ
は
、
夜
遮
く
ま
で
行

設
が
で
き
ま
し
「
、
こ
れ
は
、
地
っ
た
り
‘
何
度
も
似
を
あ
わ
せ
る

元
の
み
な
さ
ん
が

一
見
出
品
命
に
協
う
ち
に
巡
帯
感
が
で
て
き
ま
し
た
.

力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
な
ん
で
す
」

と
笑
川
聞
で
町山る
。

地一出
向
町
会
、

文
化
・
サ
ー
ク

ル
同
体
的
代
表
者
に
よ
り
挫
般
会

民
会
が
発
足
し
、

別
耐
当
初
か
ら

ニ
の
併
殺
に
取
り
鮒
牛
、
そ
の
後

山山
一戸
ま
ち
づ
く
り
仙
川
崎
刷
会
会
民
と

五
る
.

施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
を

も
た
せ
、
相
引
は
茶
引
の
ほ
か
山

山間
uM
他
を
館
れ
す
る
と
こ
ろ
に
も

(3) 1990.11.16 

い
ま
ま
で
集
会
所
も
な
〈
‘
不
自

由
し
て
ま
し
た
が
地
元
町
熱
意
が

通
じ
た
ん
で
す
』
と
結
る
。

恨
戸
は
我
孫
子
市
と
柏
市
と
が

隙
叫
惜
し
、
山
崎
家
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

也
怖
の
新
旧
が
入
り
混
じ
っ
た
地

蛾
で
も
あ
る
.

地
械
の
交
流
す
る
場
と
し
て
‘

二
寄
い
い
場
所
に
近
隣
セ

ン

タ
ー
が
で
き
ま
しむ
f
ョ
こ
れ
か

ら
は
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
気

維
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す

と
官
官
び
を
か
み
し
め
る
。

こ
の
地
域
は
検
惨
な
ど
受
診

車
が
低
〈
、
医
師
の
立
幼
か
ら

小
倉
さ
ん
「
検
除
車
を
派
遣
し

た
い
」
と
地
域
医
療
に
も
情
駆

的
で
あ
る
。

行
政
と
地
級
住
民
的
協
力
に

よ
っ
て
相
官
き
あ
げ
た
近
隣
セ
ン

タ
ー
は
、
同
情
戸
地
区
町
交
流
の

坊
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
市
医
師
会
刷
会
長
を

務
的
、
多
忙
な
毎
日
を
送
る
.

趣
味
は
洋
閣
の
毅
泊
と
叫倒
的

附ムけ
で
揃
い
持
ワ
こ
と
が
い刷
W

川

町
向
び
・
日
成
。

の
は
や
レ

A
T
晶
ぴ
ニ
ふ
る
さ
と
会
『
大
杉

事
チ
」
「
獅
子
舞
」
「
屋
台
蝋
子
』

A
V
ひ
ょ
っ
と
こ
鐙
「
江
戸
然
。

ば
や
し
」

「舟価
冊
子
舞
」

⑩
古
戸
は
や
し
連
中
「
大
蛇
退

治
』

①
ゲ
ス
ト
渡
辺
は
ま
子

「支
那

の
夜
」
「
猷
州
夜
山
』
「
あ

q
モ
ン

テ
ン

ル
ハ
の
夜
は
更
け
て
」
は
か

~:[. r→あびζ十、¥

2;緩闘騒l
‘ー一一@一一二」

ー主薬|
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私市
立立

保
育
園
入
園
申
請
受
付

来
年
4
月
に
入
国
希
望
の
方

来
年
4
月
1
日
に
保
育
凶

へ
入

闘
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

日
月
幻

日
(
水
)
ま
で
受
け
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
至
急
申
附
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
.

曹
入
闘
で
き
る
基
準
児
宜
的
保

鰻
者
の
い
ず
れ
も
が
‘
つ
宮
内
①

か
ら

myeで
円
い
ず
れ
か
に
故
当

し
、
家
経
保
育
が
図
維
な
児
翠

①
畳
間
に
居
宅
外
で
労
働

⑨
任
問
に
居
宅
内
で
労
働

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
聞
が
な

し@
病
気
ま
た
は
身
体
に
障
害
ル
肴

し
て
い
る

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
人
的
看
漫
な

ど。

巻

町

復
旧
に
あ
た

っ
て
い
る

⑦
市
低
が
認
め
る
附
各
号
に
鎖
す

る
状
態
に
あ
る
こ
と

な
お
、
税
労
者
は

1
日
4
時
間

以
上
、
月
平
均
凶
日
以
上
の
就
労

保育園一覧表

保育剛名 所在地 電訴

砧 時1-6-2 82・1059

市 対 舟 卜日ーII 82・9552

(崎北台 湖北古3.1・16 88・2405

東hびこ JI(~冊子 1.5'22 83・3165

IR 戸 間戸967-2 82・5572

立3t.木 並木5-2-円 ..・3983

つ(LfI つ(UIH7'2 84・8822

湖北 'PO;'1423 88・1059

fI. 布i主主 布佐2318 89・2744

忠世 湖北古8・16-9 88・7171

感佐 湖北台3-13-13 88・0874

立居離 lij木野1・2-28 88・曲目

抽IJ!. 中峠352・3 88・3338

v 

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
学
的
前
児

童
が
2
人
以
上
い
る
場
合
は
、
す

べ
て
の
児
童
向
入
闘
が
必
援
で
す
.

V
入
国
で
き
る
年
齢
生
後
6
か

月
以
上
か
ら
5
緩
ま
で
、

4
月
1

日
に
年
齢
が
達
す
る
場
合
も
申
鮒

容
は
受
理
し
ま
す
.

。
産
休
明
け
保
育

・
対
象

生
後
町
田
以
上
の
乳
児

・
実
施
保
育
園
市
立
舟
保
育
闘
‘

市
立
湖
北
北
台
保
育
園
、
私
立
恋

愛
保
有
聞
、
私
立
獄
紘
保
有
閑

。
障
害
児
保
育

・
対
象
保
育
に
欠
け
、
集
団
保

育
が
可
能
な
純
度
心
身
隊
官官
児
武

V
申
繍
方
法

入
凶
申
鮒
帯
は、

児
東
保
育
搬
お
よ
び
各
保
育
聞
に

あ
り
ま
す
.
市
立
保
育
閉
め
入
国

申
舗
は
、
直
接
児
宜
保
有
鰍
へ

私
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
各

保
育
聞
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
.

V
問
い
合
わ
せ

市
立
保
育
聞
は

児
童
保
有
限
へ
、
私
立
保
育
凶
に

つ
い
て
は
各
保
育
問
へ

丈
の
高
い
茎
か
ら
多
く
の
伎
を
出

し
、
決
賞
色
町
花
を
付
け
た
ア
キ

ノ
ノ
ゲ

y
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

茎
向
上
部
内
灘
は
小
さ
く
て
ほ

と
ん
ど
裂
け
な
い
が
、
下
部
の
も

の
は
羽
状
に
目
掛
け
て
飽
が
あ
る
.

花
は
舌
状
花
の
み
が
集
ま
っ
た

も
の
で
、
直
径
二
セ
ン
チ
ほ
ど
あ

リ
‘
比
蚊
的
大
き
い
の
で
人
刊
を

bv 
m
v
)
 

J
科

J
U
U
 

申

(
?
 

E 

週血色
， 卓司ミ，

子めみれ，，\，~教室

E
J
〆
、ま

た
、
花
は
畳
間
だ
け
聞
い

て
、
夕
方
に
は
し
ば
む
。

茎
円
高
さ
は
向
い
も
の
で
二

メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
.
茎
を
切

る
と
白
い
礼
液
が
出
る
.

川市
災
は
鼎
色
で
、
タ

ン
ポ
ポ

の
県
突
の
よ
う
な
白
い
毛
が
あ

り
、
風
に
乗
っ
て
巡
く

へ
述
ば

れ
る。ア

キ
ノ
ノ
ゲ

y
と
い
う
名

は
、
ノ
ゲ
シ
に
似
て
い
て
秋

に
開
花
す
る
こ
と
か
ら
付
け

ら
れ
て
い
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|矧1回綿子オーブン卓献会|

惨日時 12月16臼〈白〉午前9時

砂自由所 市民体育館

1990.11.16 (4) 第793号

消費生活講座生
rお正月利理 伝統泊怠お竃J

砂臼時 12同4白00午前101聞か

う午後2筒〈定口24名〉
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情
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崎
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H
航

砂径目男女シングルス、男女 惨場所天王台北近隣センタ l砂崩所 叙宵蚕員会会!n室
砂幸喜加費 10∞円ダブルス 炉問い合わぜ叡育長員会時務際

砂華書加買 シングルス500円、'7ブ 砂待穆エプロン、三角布、メモ

J(.，ス10∞円 砂申し込み問い合わぜ m話で

惨申し込み 問い合わせ 11月29 市民生活課へ

日〈木、l助普〕まで!こ、大会名、住所、 |中央学院大学オーブン |

氏名、電話番号、磁白を明配し、 lカレッジ受続生 |

現金笛留で湖北白5-1-7杉原恵美 砂筒座名 笠火の文化〈自然学〉

同国
畳一

向
国
一関
一
向

画
一例町一仇

司

一駐日一叩
人口121，154人(+1，∞7人)

男60，835人女60，319人
*世待費~38 ， 9~6世情( +9~7世情〕

・市民国8館本館84-1'110 湖北白

分館87-3055 布佐分館8Y-1311

移動鴎包館87-0909
.都市改造車務所 85-'1171

身体障害者福祉センター 88-0141
あらき個 88-4188
つつじ荘 88-0123

・生活環挽諜〈浄化槽)87-2379 
(ゴミ)87-∞15(し尿)88-2547

.布佐南近隣センター 89-3740
天王台北近隣センター 82 ω88 
繰戸近隣センター 83-5383

.湖北台市民センター 88-9927
・布佐市民センター 89-1193

予宮(87l2552(午後7時-9時)へ 砂開講日竹田22臼(木〉午後9隠 居出e.nこ、C!R受人IAR混入」ガl甲

| ガら畑金四3筒〈叩2日 EO<1b際にI内印J を使用して剣町OT問 T(/)')I)スマス会 |
惨申し込み 問い合わせ 11月20 い疋だくことにはりましだ。

障害兜も縫常兜もともに1日議 日〈火〉までに、1i&'lで (努鍵 否 ま疋、併ぜて、印鑑登録tIT明

しく遊I~う。 平名〉中央学院大学オーブン力レ をオ通添(甘していだどくことにな

砂日時位向1日〈工〉午後オ筒 ツジ事務局宮(83)6506へ りましだので、ご注愈ください。

.市役所本 庁 65-1111
・つくし野支所 84-880'1
.湖北台支所 88一郎28
・湖 北 支所 88-21竹
・布佐支所 89-2358
・敏宵霊員会 85-1151
・水道局 84-0111
.消防署 84-0119
・少年センター 84-19∞
・保健センター 87-1131
・市民会館 84-3311
・中央公民館 82-0515
・烏の開物館 85-2212
・市民体育館 87-1155

一番
一

一様明一

一
gA
一

一

4
2
一

一習
一

一
講
一

一計
一

一

9
4
一

j
 

一
事
一

一審執一

惨国語所 天王台北近鈎センタ 砂問い合わぜ都市町画課ヱl也笛

醤係〈内線574、578)

|家庭用計量器の無料横査!
惨日時・ 渇所 牟竹同28日〈水〉保

健セシタ * 29日〈木〕市役所

いずれも午前畑騎30分~午後3筒

砂問い合わせ 市民生活探

惨害書加賀 2∞円

惨申し込ゐ問い合わせ竹月25

日〈臼〉までに!;&'l(先曽150名〉で、

七戸6(85)2796へ
|チャリティー
ダ ン ス ・パーティー|

炉日時 12月2日〈日〉午後1聞か

ら4時30分(ダニノスシューズ悶参〉

砂渇所 東京実襲体育センタ OTe_"_ 
。佐々木原吾織〈並木〉から燭祉の

定めにと、お米150k.gの奇問ガあ

りましと。

。赤短飢餓僚〈白山〉から老人福祉

センターにと官官気マッサ ジ機の

奇飽がありまし疋。

。(株〉ダイエー我孫子庖僚から往

惨事書加賀 商会樋共350円、庇児あ

り〈予約制、2∞同、昼自{廿〉(1白市布施T氏氾〉

11第15固消費生活展|
テーマ「賠てればゴミでも活かせ

ば資源」

砂日時竹月17日(工〉、 18日〈包〉

午前10時から午後4時

7 マ「おとしよりの介盤」痴呆 砂会費 12∞円(前売り1C削同〉 惨問い合わせ 天王台会場 三il!

性老人の問題行劃と銭し万ー 砂問い合わせ我孫手社主Zダンス 官 (83)5932、市佐会樋木田E

惨日開 11月28日(水〉午前101巧か 岡野会育民世(84)関83 (85)0818 

;i;恨戸近隣センタ I~\;2F男浪言22L鵠~I Iガールスカウトf自体臥図書 |

砂筒師 麿筒三千代氏〈初石病院 砂日時 12月8日〈土〉午後6関

惨樋所戸ピィホール〈イトーヨ 医踊〉

一力ドー我孫子153階〉 砂問い合わ世 社会楊祉協盟会

惨健レパネル展示、不周回コ 6(84)1539

;24R::二???551ぺ |聞炎チャリティー聞芸展|
ーパー1個と受段付人マ@限り〉 惨 日時竹月22日〈木〉から25日

(日〉午前101汚から午後7時

~~届所 市民会館ホール 1 ，，;，:，..... :--1 .: ~:~;;，~~- 1 会福祉のとめ1こと7万円の寄{すが
|目崎 111月酒田 川 町 日 田 | 

砂入揖科 39∞同〈会員Ill¥料 113:30-16∞ 110∞-12:∞ i ありました。

出当日入金司、会費蜘円、入会金 |断 |鼠戸 |天王台 1 "我孫子顕仁会病院級から往会信
| |近鼠センヲー 11t近踊センヲ寸3∞用 I "....0UJl'->'-'--"? I 祉のためにと10万同の富到すガあり

砂服装運魁しやすい服装と履物 ました。

砂申し込み 問い合わせ &iMで 0磯腕叡胞叡室連盟在員から社会福

本第45団は、田中宮(83)3107、* 祖b唖設整備基金にと9769同の寄1司

努76団1<1:φ~n(82)0617ヘ ガありまし定。

炉問い合わ世市民生活課

l曜鴻思議総|
砂樋所湖北マィンホール

惨問い合わ世 高間宮(84)5417

16金

11土
a酒密梱麟=芳市民Eシヲ-9:3か-11:30
B 由年の日

18a i還難詰ぷ議£;公団
19月511iiiFEEt語謀議訴:∞

2([]l火 ~活信網践=市民抱団富9:∞から先萄1081宝贋

21水 .v潤買主活相股=市民椙主皇室10∞-15:∞

22木

23~ 自.... ・陣体B目R当血且醤島医陸軍=日テ=休レ日ホ置ン畠皇ザ位量軍ピ用ス[吊鷹豊島有国ω、11:'拍
~市民団・包体舘 ， ... つつじ荘停館

24土
宙市役所開庁{ 邸の施盤は除く〉

B 鳥の聞掬館休館

25a 官白幡当置医=テレホンサービス

市梓呂田.11115置日=問問畠Ul>型車{市民主E内田[ト11:3)

26月 市耐工鵠市人民帽話惇・胃行題固直豊体帽F館股=佳市認，民v岨つ繍つ鎖室じ旬述珪体・∞品館-15 ∞ 

21火
日活律相民=市民f自邸重9∞ガら先邑1081¥t度
r.つつじ証停館

28氷
市消貫生活組脱=市民掴邸室10匝ト15・∞
WYJ"コーJ"草原敏室=天王台肖牢自f!13:30-16∞

29木

~([]l金 山国民年童保践科納期間=口座IW白日

"'市民園田館体館
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撞南 期 間 時 闘

市民告館 11月24E3ltトお白旬

民p近間 午前10
12月1日1ト7日掛 時センヲー

天王台北近 12月日8:.1ト14巴割 午皆3
騎センヲー 時
市住南近踊

12月15日Iト218世田
セン9-

砂崩所市民会館ホール

惨問い合わゼ 我孫予市興鍋連盟

島田宮(83)2126

砂問い合わ世 ACTの会沼津

n(倒〕即日 |バドミントン連盟紋季大会i
砂日時 12月16日〈日〉第1ロ ー午

示

υ
一
山
山
崎
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一
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一
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砂日時 12月2日〈日〉午前8時301前101薦、第2園午後オ時30分閲

分受旬開始〈市民体育館 演〈約2時間、倒甥は凋泊130分前〉

惨橿目 男女ダブルスォ・2，3部|砂出演劇団「東少J

〈オ 2部 オ ー ブ ン 砂 入 国 島 料 以旧同〈全席目白〉

砂樋所 新木雷取得柱下〈久遊園 惨害書加賢 1組20C旧同 〈連盟会員

より市佐方面へ約5OQm)の水田 組制∞円、申ー;官僚生組10∞同〉

砂符移鎖、昼 食 b申し込み問い合わせハガキ

炉問い合わぜ 藤樹君(88)257 1.::極目、ランク、住所、氏名、年

|第竹田我孫 子市合唱祭| 齢、電話鵠を鵬し、明2日
木 ・必5)までに若ID101-7-206

20団俸ガ美しい1¥ーモこを段 鈴木健二世(84)2787へ

ZF1Z包332;?日 |市民図書館おはなし会|
演〈入場制2∞何〉 砂日時竹月22日(木〉午後3時30

'場所市民会館ホーJレ 分かう4時

砂問い合わ世 片Q6(87l1377、 砂揖 所 布 佐 分 館 おlは忽しのへや

高見n(84)5197 惨対象 4織から9綴〈うい

ぜン夕 、レコードあつぶる、ポ

ピ一、市民会館内売巴ひうがり、

市民団富館湖北信分館市住分盤、

中央公民館、相そごう、4白高島屋、 繁一穂
m
m
m
m

取手とうきゅう

炉問い合わせ往会教育課

宮 (85)竹51

350 


